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研究成果の概要（和文）：　本研究では、電話網やインターネット網が至るところで寸断されるような状況下で
も、対象街区に事前に敷設されている無線基地局と臨時に敷設する無線基地局、救援車両などに搭載された無線
通信機器と被災者が持つスマートフォンを知的に連携させることで、対象都市街区で救助隊や被災者同士が高信
頼・高効率に災害関連情報を伝達できるような情報センシング集約機構を開発・実装すると共に、都市街区の人
や車、公共交通機関におけるモビリティや滞在状況を高精度かつ迅速に把握する技術の開発を行った。

研究成果の概要（英文）：In this research, even under the situation where the telephone networks and 
the Internet are cut off everywhere, we have designed and developed an intelligent information 
gathering mechanism that enables rescue teams and victims to communicate disaster-related 
information with high reliability and high efficiency by intelligently linking victims’ 
communication devices and smartphones with wireless base stations installed in the target area in 
advance, temporarily installed wireless base stations and wireless devices mounted on the rescue 
vehicles. We have also developed a novel technology to accurately and quickly estimate the mobility 
of people, cars and public transports. 

研究分野： 情報ネットワーク

キーワード： 無線ネットワーク　時空間データ　遅延耐性ネットワーク　災害支援　エッジコンピューティング　モ
ビリティ解析　群衆センシング

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
地震や災害の多発する日本では「安全・安心な都市基盤の構築」に資する技術開発は重要である。大都市などで
通信インフラの耐震性強化や無停電化、多重化などの設備投資を行うことは十分妥当性があるが、過疎化の進む
地方では通信基盤の強化はコスト的に現実的でない場合も多い。近年急速に機能が進化しているスマートフォン
などの情報伝達手段を遅延耐性ネットワーク上で有効に活用することで、災害に強い街づくりに資する情報伝達
基盤の構築が可能になる。
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